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物流機能としての「保管」とは、生産から消費までの各工程の中で、物資を一定の場所において品質・数量の 

保持など適正な管理もと下で一定期間蔵置することです。 

言い換えると、物資が経済的かつ効率的に流れるためのバッファ機能のことを指します。 

 

 

 

 

 

 

 

保管の考え方では、陳腐化ロスや管理コストが生じることから、数量や期間が最小であることが望ましいと 

言われています。いわゆる不動在庫（まったく動かないもの）などは持たないという考えです。 

一般的に保管そのもの自体は付加価値を生むことがありません。 

単に時間の調整機能として認識するべきです。 
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保管の機能は 4 つ挙げられます。 

一つ目は、消費の変動に対する生産品のバッファ機能。 

二つ目は、需要と供給のバランス機能。タイミングや数量を管理します。 

三つめは、消費または次工程へ迅速に供給する機能、距離の付加価値。 

四つ目は、出荷要請に対して迅速に品揃えして、タイムリーに供給する機能、仕分けやピッキングまで行う 

ファクトリー機能です。 
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倉庫業のことを「営業倉庫」と言います。この営業倉庫は大きく分けて 3 種類に分類することができます。 

「普通倉庫」、「冷蔵倉庫」、「水面倉庫」です。 

 

 

 

 

 

普通倉庫は 1 類から 3 類まであり、それぞれ保管できるものが決められています。 
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他にも、水面倉庫、冷蔵倉庫、貯蔵槽倉庫、野積倉庫、危険品倉庫などがありますが、 

この中でも「危険品倉庫」は、万が一爆発・漏洩しても囲っておける頑丈な倉庫です。 

よって、当社の支店２階などにある倉庫は、危険品倉庫になることはありません。 

 

 

 

 

 

 

１）レイアウト設計の基本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本レイアウトは、「I 型」「L 型」「U 型」の３種類です。 

どの型を採用するかは、敷地の形状、広さ、道路、通路の接し方により決定されます。 
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最近のロケーション番号は、バーコードや QR コードで作成されることが多いですが、もともとはこのように 

数字やアルファベットで表されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロケーション番号を頭から順番に見ていくと最初は「倉庫棟の区分」です。 

順番にフロア、ブロック、スパンと見ていくと A 棟の、２F フロア、A ブロック、第 3 スパンとなります。 

 

続いて、何列の何連、何段、何番地と見ていくと、７列目、1 連、2 段目の 2 番地、となります。 

これを全て合わせて、A２A－３０７－１－２０２となるのです。 

 

もちろん倉庫の大きさや数字、アルファベットの振り方の違いは出てきますが、ロケーション番号の付け方は 

このような仕組みになっています。 
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ロケーション管理を行う狙いは、格納作業、ピッキング作業が効率よく、かつ正確に行えることです。 

ピッキングとは、指示リストに従って商品をピックする、拾う作業のことを言います。 
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ロケーション管理といえば、ピッキング作業効率の向上も欠かせません。 

きちんとロケーションが決まっていれば、納品書にもその順番に記載することができ、実際のピッキングも 

最短ルートで行うことができます。 

倉庫の効率をあげるためには、どこに何を置いておくか？ 

そのロケーションを管理しておくことと動線をどう考えるかというところが重要になります。 

 

 

 

 

 

 


